
　
　
◆

山

車

の

み

ど

こ

ろ

七
日
　
午
後
四
時
〜

神
明
社
参
拝
、
十
七
台
の
山
車
が
一
斉
に
神
明
社

へ

八
日
　
午
前
十
時
〜

佐
竹
さ
ん
へ
、
各
山
車
が
武
家
屋
敷
通
り
を
佐
竹

さ
ん
へ
お
見
せ
に
ま
い
り
ま
す
。

午
後
六
時
三
〇
分
〜
丁
内
七
ヶ
所
で
観
光
や
ま
ぶ

っ
つ
け
（
別
表
）

薬
師
さ
ん
参
拝
の
ほ
か
各
山
車
と
も
丁
内
を
見
せ

な
が
ら
自
由
に
動
き
ま
す
。

九
日
　
午
前
十
時
〜

薬
師
さ
ん
参
拝
の
山
車
、
あ
る
い
は
町
内
を
見
せ

る
山
車
な
ど
。
夜
八
時
頃
、
夕
食
後
、
各
山
車
は

偵
察
員
を
出
し
作
戦
を
練
り
な
が
ら
山
車
ぶ
っ
つ

け
の
相
手
は
ど
こ
か
、
一
番
ス
リ
ル
に
富
ん
だ
時

間
と
な
り
ま
す
。
十
日
未
明
ま
で
続
き
ま
す
。

　
　
◆

お

祭

り

の

解

説

山
車
（
曳
山
、
や
ま
）
＝
祭
の
「
余
興
」
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
す
が
今
で
は
祭
の
主
役
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
古
く
は
薬
師
さ
ん
の
祭
に
つ
い
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

上
り
や
ま
＝
目
的
地
（
神
明
社
、
佐
竹
さ
ん
、
薬
師
堂
）

へ
向
か
う
と
き
の
山
車
を
い
い
ま
す
。
囃
子
は
重
々
し

く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
セ
ー
ヤ
ー
ド
ド
ン
と
い
う
囃
子

で
す
。

下
り
や
ま
（
道
中
）
＝
目
的
地
で
参
拝
、
見
せ
た
あ
と
の

帰
り
の
山
車
を
い
い
ま
す
。
囃
子
は
、
ペ
レ
レ
、
ペ
レ

レ
と
軽
い
テ
ン
ポ
で
、
道
中
と
も
い
い
ま
す
。

交
渉
（
こ
う
し
ょ
う
）
＝
山
車
が
丁
内
に
入
る
と
き
、
山

車
と
山
車
が
出
合
っ
た
と
き
に
交
渉
と
い
っ
て
黄
色
い

タ
ス
キ
を
か
け
た
山
車
の
交
渉
員
が
挨
拶
と
話
し
合
い

を
し
ま
す
。
山
車
で
は
重
要
な
役
目
で
交
渉
が
弱
か
っ

た
り
、
負
け
ま
す
と
道
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

張
番
（
は
り
ば
ん
）
＝
各
丁
内
に
設
置
さ
れ
、
神
明
社
と

薬
師
の
御
輿
を
迎
え
て
丁
内
の
安
全
、
加
護
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
山
車
の
出
入
り
の
許
可
丁
内
で
の
ト

ラ
ブ
ル
の
交
渉
に
も
あ
た
り
ま
す
。
各
丁
内
と
も
年
番

組
織
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
昔
は
自
町
内
の
山
車
の

動
き
も
こ
こ
か
ら
指
揮
し
ま
し
た
。

◆
祭
礼

神
明
社

七
日
　
午
前
十
時
　
例
大
祭
当
日
祭

　
　
　
午
後
八
時
　
例
大
祭
宵
祭

八
日
　
午
前
八
時
か
ら
神
輿
渡
御

成
就
院
薬
師
堂

八
日
　
午
後
三
時
　
祭
典
開
白
法
要

九
日
　
午
前
七
時
十
分
か
ら

　
　
　
　
御
輿
巡
行

観光客のための「やまぶっつけ」

時　間

９月８日
№ 場　　所 曳　　山　　名

平成30年９月７，８，９日

角館郵便局付近

角館観光タクシー付近

土 間 人 付 近

小 絆 纏 付 近

大横丁十字路付近

安 藤 醸 造 付 近

白百合美容院付近

18:30頃

19:00頃

19:00頃

19:00頃

21:30頃

22:00頃

22:00頃

1

2

3

4

5

6

7

－

－

－

－

－

－

－

大 塚

桜 美 町

中央通り

七 日 町

西勝楽町

岩 瀬

下岩瀬町

西 部

横 町

川 原 町

駅 通 り

菅 沢

北 部

駅 前

時　間

９月９日
№ 場　　所 曳　　山　　名

立町十字路付近18:30頃1 －本町通り菅 沢

大
置
山
人
形
外
題
解
説

お
お

お
き

や
ま

に
ん

ぎ
ょ
う

げ

だ
い

か
い

せ
つ

場

所

人

形

場

面

人

形

場

面

解

説

人

形

立

町

大
坂
冬
の
陣
　
真
田
丸

　
関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
徳
川
家
康
は
征
夷
大
将
軍
と
な
り
江
戸
幕
府
を
開
い
た
。後
に
息
子
秀
忠
に
政
権
を
譲
り
豊
臣
家
に
戻
す
こ
と

は
な
く
、
天
下
を
統
一
し
た
い
と
老
え
て
い
た
。し
か
し
豊
臣
家
も
財
力
や
武
力
、
そ
し
て
大
坂
城
を
保
有
し
て
い
る
た
め
、
徳
川
家
に

と
っ
て
は
目
障
り
な
存
在
で
あ
っ
た
。家
康
は
、そ
ん
な
豊
臣
家
を
挑
発
し
方
広
寺
鐘
銘
事
件
を
戦
さ
の
引
き
金
と
し
た
。

　
東
の
徳
川
軍
は
二
十
万
の
大
軍
。西
の
豊
臣
軍
は
諸
国
の
浪
人
を
集
め
十
万
。そ
の
中
に
は
、
高
野
山
の
九
度
山
に
配
流
さ
れ
て
い
た

真
田
信
繁
改
め
真
田
左
衛
門
佐
幸
村
も
参
戦
し
た
。

　
堀
に
囲
ま
れ
て
い
る
大
坂
城
だ
が
、幸
村
は
南
の
平
野
口
が
、手
薄
と
判
断
し
出
城「
真
田
丸
」を
築
城
し
た
。

　
慶
長
十
九
年
十
一
月
　
木
津
川
口
・
今
福
・
鴫
野
の
戦
い
に
て
大
坂
冬
の
陣
が
始
ま
る
。十
二
月
四
日
に
は
真
田
軍
の
挑
発
に
乗
っ

た
徳
川
勢
前
田
隊
・
松
平
隊
が
真
田
丸
へ
突
撃
を
開
始
す
る
。幸
村
は
、
父
、
昌
幸
に
学
ん
だ
上
田
合
戦
の
経
験
を
活
か
し
、
敵
を
誘
い

込
ん
で
か
ら
叩
く
兵
法
に
て
両
隊
に
圧
勝
す
る
の
で
あ
っ
た
。

勝
楽
山
成
就
院

薬

師

堂

義
経
記
　
堀
川
夜
討
ち
の
場

　
平
安
の
世
、
都
で
は
多
く
の
美
女
が
さ
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
相
次
い
で
い
た
。陰
陽
博
士
の
占
い
に
よ
る
と
都
の
西
北
に
あ
る
大

江
山
に
住
む
鬼
王
・
酒
呑
童
子
と
い
う
鬼
の
仕
業
だ
と
い
う
。帝
は
源
頼
光
を
呼
び
よ
せ
鬼
討
伐
を
命
じ
た
。頼
光
と
四
天
王
の
渡
辺
綱
、

坂
田
公
時
、卜
部
季
武
、碓
井
貞
光
そ
し
て
藤
原
保
昌
の
一
行
は
、住
吉
明
神
、石
清
水
八
幡
、熊
野
権
現
に
加
護
を
祈
願
し
、山
伏
に
姿
を

か
え
て
都
を
出
発
し
た
。大
江
山
に
着
き
谷
や
峰
を
越
え
て
行
く
と
、
三
人
の
翁
に
出
会
い
、
鬼
の
力
を
失
わ
せ
る
酒
な
ど
を
頼
光
に
与

え
た
。彼
ら
は
住
吉
、
八
幡
、
熊
野
の
神
々
の
化
身
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
進
む
と
川
で
着
物
を
洗
っ
て
い
る
娘
に
出
会
っ
た
。彼
女
も
都
か

ら
さ
れ
わ
れ
た
女
官
で
、
道
を
教
わ
っ
た
頼
光
の
一
行
は
鬼
の
す
み
か
に
た
ど
り
着
く
。門
番
を
す
る
鬼
に
案
内
を
乞
う
と
稲
妻
が
し
き

り
に
き
ら
め
く
中
、
酒
呑
童
子
が
現
れ
た
。頼
光
は
諸
国
修
行
の
山
伏
で
あ
る
と
偽
り
、
宿
を
求
め
た
。童
子
の
客
と
な
っ
た
頼
光
は
酒
宴

の
席
で
山
伏
持
参
の
酒
を
鬼
た
ち
に
振
る
ま
っ
た
。酒
に
酔
っ
た
鬼
た
ち
は
舞
を
舞
い
、
頼
光
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
舞
を
披
露
し

た
。や
が
て
鬼
た
ち
が
寝
入
っ
た
と
こ
ろ
で
頼
光
た
ち
は
さ
笈
に
隠
し
て
い
た
鎧
を
ま
と
い
神
々
の
加
護
の
も
と
、
酒
呑
童
子
と
手
下
の

鬼
ど
も
も
こ
と
ご
と
く
退
治
し
、囚
わ
れ
の
娘
た
ち
を
伴
っ
て
都
に
凱
旋
し
た
。こ
う
し
て
再
び
国
が
治
っ
た
の
で
あ
る
。

　
源
頼
朝
と
弟
の
義
経
が
対
立
し
た
文
治
元
年（
二
八
五
年
）頼
朝
は
京
に
い
る
義
経
を
誅
す
る
べ
く
、
そ
の
役
目
を
土
佐
坊
昌

俊
に
命
じ
た
。

　
十
月
、
土
佐
坊
は
頼
朝
の
名
代
で
熊
野
詣
と
い
う
名
目
で
京
に
入
っ
た
。土
佐
坊
は
起
請
文
を
義
経
に
差
し
出
し
安
心
さ
せ
た

そ
の
夜
に
六
十
余
騎
で
堀
川
館
へ
の
襲
撃
を
決
行
。義
経
方
の
家
人
達
は
出
払
っ
て
い
て
手
薄
の
中
、
静
御
前
が
い
ち
早
く
気
付

き
義
経
を
起
こ
し
戦
支
度
を
行
う
。下
男
の
喜
三
太
は
得
意
の
弓
を
駆
使
し
て
、
た
だ
一
人
で
主
を
守
り
味
方
が
到
着
す
る
ま
で

奮
戦
し
た
。

　
や
が
て
武
蔵
坊
弁
慶
や
多
く
の
家
来
や
味
方
が
駆
け
つ
け
る
と
、
土
佐
坊
方
は
総
崩
れ
に
な
り
、
散
り
散
り
に
敗
走
し
た
の

だ
っ
た
。

角
館
總
鎮
守

神

明

社

大
江
山
　
鬼
退
治
の
場

　
こ
こ
は
曽
我
五
郎
時
致
の
故
郷
で
あ
る
相
模
国
　
古
井
。父
の
仇
討
ち
に
備
え
、
大
き
な
矢
の
根
を
砥
石
で
研
い
で
い
る
。大

薩
摩
文
太
夫
が
年
始
の
挨
拶
に
来
て
、宝
船
の
絵
を
置
い
て
い
っ
た
。や
が
て
五
郎
は
、眠
く
な
り
、め
で
た
い
初
夢
で
も
見
よ
う

と
、
宝
船
の
絵
を
枕
に
大
の
字
に
な
っ
て
寝
る
。と
こ
ろ
が
、
夢
枕
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
兄
の
曽
我
十
郎
祐
成
。夢
の
中
で
、
敵
の

工
藤
祐
経
の
館
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
の
で
助
け
て
く
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。驚
い
て
目
覚
め
た
五
郎
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
の
は
初
荷
大
根
を
馬
に
背
負
わ
せ
た
馬
士
畑
右
衛
門
。五
郎
は
馬
を
ひ
っ
た
く
り
、
大
根
を
鞭

に
し
て
駆
け
出
し
、兄
救
出
へ
と
向
か
う
。

　「
矢
の
根
」は
、
力
感
あ
ふ
れ
る
荒
事
で
歌
舞
伎
十
八
番
の
代
表
作
で
あ
る
。富
士
山
や
、
七
福
神
、
宝
船
な
ど
江
戸
の
初
春
に
演

じ
ら
れ
る
歌
舞
伎
演
目
で
あ
る
。

角

館

駅

前

歌
舞
伎
十
八
番
の
内
　
矢
の
根

　
元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
、
播
磨
国
赤
穂
藩
の
城
主
・
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
突
然
、
高
家
筆
頭
の
吉
良
上
野
介
義
央
に
斬
り
か
か
っ
た
。浅
野

は
そ
の
日
の
う
ち
に
切
腹
を
申
し
つ
け
ら
れ
、
赤
穂
藩
浅
野
家
五
万
三
五
三
四
石
は
改
易
と
な
っ
た
。一
方
、
吉
良
に
は
何
の
と
が
め
も
な
し
と

い
う
。そ
れ
は
武
家
法
則
の
伝
統
で
あ
る
喧
嘩
両
成
敗
の
原
則
に
外
れ
た
一
方
的
な
処
置
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
赤
穂
藩
で
は
筆
頭
家
老
の
大
石
内
蔵
助
良
雄
が
藩
士
を
集
め
議
論
を
重
ね
た
上
に
出
し
た
結
論
は
「
士
と
し
て
義
を
つ
ら
ぬ
く
」
こ
と
あ
っ

た
。赤
穂
城
を
四
月
十
九
日
に
明
け
渡
し
浪
人
と
な
っ
た
同
志
一
同
は
、
長
い
忍
従
の
日
々
を
経
て
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
、
つ
い
に
吉
良

邸
討
入
り
の
日
が
決
ま
っ
た
。奇
し
く
も
十
四
日
は
亡
君
の
命
日
で
あ
っ
た
。

　
十
五
日
未
明
、
吉
良
邸
前
に
参
集
し
た
四
十
七
人
の
同
志
は
、
大
石
の
合
図
で
一
斉
に
屋
敷
内
に
乱
入
し
た
。堀
部
安
兵
衛
、
武
林
唯
七
ら
の

奮
戦
は
め
ざ
ま
し
く
、
吉
良
家
用
人
の
清
水
一
学
や
小
林
平
八
郎
も
激
し
く
応
戦
す
る
も
つ
い
に
力
尽
き
た
。上
野
介
の
行
方
が
な
か
な
か
判

ら
な
か
っ
た
が
入
念
に
探
し
て
炭
小
屋
に
隠
れ
て
い
る
の
を
発
見
、
つ
い
に
首
級
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。勝
ど
き
の
音
頭
に
同
志
た
ち
は
、

た
だ
た
だ
号
泣
し
た
の
だ
っ
た
。

安

藤

家

赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
の
場

　
歌
舞
伎 

菅
原
伝
授
手
習
鑑
の
登
場
人
物
。

　
梅
王
丸
は
白
太
夫
の
三
つ
子
の
長
男
で
菅
丞
相
（
学
問
の
神
様
菅
原
道
真
公
）
の
舎
人
（
と
ね
り
）

　
三
兄
弟
の
中
で
も
一
番
腕
っ
ぷ
し
が
強
い
。

角
館
こ
ど
も
園

梅
王
丸

人
形
作
者

角
館
き
が
た

広

目

屋

広

目

屋

角
館
き
が
た

広

目

屋

蔦

谷

会

大　　　置　　　山ミニ曳山

角館のお祭り

ユネスコ無形文化遺産登録
国重要無形民俗文化財

「角館祭りのやま行事」

真
田
左
衛
門
佐
幸
村

木
村
重
成

真
田
大
助

前
田
兵
士

徳
川
家
康

源
　
義
経

静
御
前

武
蔵
坊
弁
慶

下
男
の
喜
三
太

土
佐
坊
昌
俊

酒
呑
童
子

門
番
の
鬼

都
の
女
官

坂
田
公
時

源
　
頼
光

曽
我
五
郎
時
致

曽
我
十
郎
祐
成

馬
士
畑
右
衛
門

大
石
内
蔵
助

堀
部
安
兵
衛

武
林
唯
七

清
水
一
学

小
林
平
八
郎

梅
王
丸



曳
山
人
形
外
題
解
説

ひ
き

や
ま

に
ん

ぎ
ょ
う

げ

だ
い

か
い

せ
つ

曳

山

名

人

形

場

面

囃

子
・
踊

り

責

任

者

人

形

場

面

解

説

人
形
作
者

川

原

町

川
中
島
の
戦
い

角
館
お
山
ば
や
し

扇　

栄　

会

髙
野　

豊
彦

村
岡　

康
成

渡
部　
　

大

辻　
　

瞬
也

　

川
中
島
の
戦
い
は
、
北
信
濃
の
支
配
権
を
め
ぐ
り
甲
斐
の
武
田
信
玄
と
村
上
義
清
が
抗
争
を
く
り
広
げ
、
敗

れ
た
村
上
が
、
越
後
の
上
杉
謙
信
に
助
け
を
求
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。12
年
余
り
第
５
次
合
戦

ま
で
続
い
た
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
の
戦
い
の
な
か
で
、第
４
次
合
戦「
八
幡
原
の
戦
い
」（
１
５
６
１
年
）は
、最

も
激
し
い
戦
い
と
な
り
両
軍
の
損
害
は
武
田
軍
４
０
０
０
、
上
杉
軍
３
０
０
０
に
も
お
よ
ん
だ
。武
田
軍
の
名

軍
師「
山
本
勘
助
」が
最
期
を
迎
え
た
勇
ま
し
い
場
面
。

広

目

屋

1

中
央
通
り

義
経
千
本
桜　

鳥
居
前

奏

雅

扇

舞

会

仙
波
世
司
弘

鈴
木　

信
哉

山
谷　

吉
輝

髙
橋　
　

栄

　

伏
見
稲
荷
の
朱
の
大
鳥
居
前
に
い
る
源
義
経
ら
は
、
供
を
願
う
愛
妻
静
御
前
に
形
見
と
し
て
初
音
の
鼓
を
託

し
、
静
を
残
し
て
都
を
去
ろ
う
と
し
て
い
た
。別
れ
に
涙
す
る
静
は
追
っ
手
に
捕
ま
る
が
そ
こ
に
現
れ
た
義
経

の
家
来
、
佐
藤
忠
信
に
助
け
ら
れ
た
義
経
は
忠
信
に
自
分
の
鎧
と
源
九
郎
義
経
の
名
を
与
え
て
静
を
守
り
都
に

留
ま
る
こ
と
を
命
じ
た
後
、
武
蔵
坊
弁
慶
ら
と
共
に
西
国
に
向
け
出
発
し
た
。実
は
こ
の
忠
信
は
初
音
を
鼓
の

皮
に
使
わ
れ
た
父
狐
と
母
狐
を
慕
い
忠
信
に
化
け
た
白
狐
で
あ
っ
た
。

広

目

屋
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西

部

法
界
坊

秋

月

会

佐
藤　
　

励

村
岡　

耕
平

小
松　

真
徳

青
柳　

博
昭

高
橋　

優
徳

　

平
成
の
大
役
者 

十
八
代
目
中
村
勘
三
郎
の
当
た
り
役
と
し
て
演
じ
ら
れ
、平
成
中
村
座
の
こ
け
ら
落
と
し
か
ら
数
多
く
演
じ
ら
れ
、

演
出
も
毎
回
変
化
を
し
た
歌
舞
伎
の
名
作
で
あ
る
。

　

京
の
公
家 

吉
田
家
が
紛
失
し
た
家
宝
「
鯉
魚
の
一
軸
」（
鯉
の
掛
軸
）を
巡
り
、豪
放
磊
落
な
坊
主 

法
界
坊
が
繰
り
広
げ
る
笑
い

た
っ
ぷ
り
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
物
語
。大
喜
利
（
最
後
の
幕
）で
は
、法
界
坊
と
物
語
の
中
で
法
界
坊
騙
さ
れ
な
く
な
っ
た
野
分
姫
の
霊
が
合
体

し
現
れ
る
。（
双
面
）し
か
し
、忠
義
を
貫
く
ヒ
ー
ロ
ー
忠
臣
勘
平
が
お
宝
で
あ
っ
た「
鯉
魚
の
一
軸
」を
持
っ
て
花
道
か
ら
登
場
し
悪
霊
を

ね
じ
伏
せ
、消
滅
さ
せ
る
。

　

歌
舞
伎
の「
荒
事
」を
演
出
に
取
り
入
れ「
鯉
魚
の
一
軸
」で
は
な
く
、大
鯉
を
持
っ
て
登
場
す
る
の
が
歌
舞
伎
の
面
白
さ
で
あ
る
。

文

怜

14

西
勝
楽
町

絵
本
太
功
記　

十
段
目

秋　

月　

会

桜
田　

拓
郎

桜
田
賢
太
郎

佐
藤　

和
行

井
上　

健
太

羽
根
川　

裕

　

絵
本
太
功
記
は
江
戸
時
代
に
創
作
さ
れ
た
絵
本
で
あ
る
。当
時
は
武
将
名
を
書
く
こ
と
を
遠
慮
し
て
偽
名
で
書
い

た
絵
本
が
庶
民
に
読
ま
れ
、こ
の
武
将
は
誰
々
と
想
像
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
。内
容
は
、主
君 

小
田
春
永
（
織
田

信
長
）か
ら
強
い
ら
れ
た
武
将
の
武
智
十
兵
衛
光
秀
（
明
智
光
秀
）は
天
下
万
民
の
た
め
と
謀
反
を
起
こ
し
、寝
所
の

本
能
寺
を
攻
め
信
長
を
討
っ
た
。こ
の
謀
反
を
人
の
道
に
外
れ
て
い
る
と
、光
秀
の
母
は
恥
じ
て
尼
ケ
崎
に
閑
居
す
る
。

こ
の
尼
ケ
崎
で
光
秀
と
真
柴
筑
前
守
久
吉 (

羽
柴
秀
吉)
が
会
い
、山
崎
の
地
で
戦
う
事
を
約
束
し
て
別
れ
る
。

文

峰

8

本
町
通
り

山
陰
の
麒
麟
児
一
騎
打
ち

月
山
富
田
城
の
戦
い

神
代
芸
能
保
存

嬉

遊

会

安
藤　

雄
介

井
上　

善
成

大
澤　
　

伸

佐
藤　

直
也

　

永
禄
八
年
、
毛
利
氏
は
尼
子
氏
の
居
城
で
あ
る
月
山
富
田
城
を
攻
撃
。堅
固
な
城
と
尼
子
軍
の
奮
戦
に
よ
り

戦
い
が
長
引
く
中
、
毛
利
軍
の
品
川
将
員
は
武
勇
に
す
ぐ
れ
た
尼
子
軍
の
将
、
山
中
鹿
介
を
一
騎
打
ち
に
よ
り

討
ち
取
る
こ
と
を
決
心
。同
年
九
月
、
将
員
は
幸
盛
に
勝
つ
た
め
、
自
ら
の
名
を「
棫
木
狼
介
勝
盛（
た
ら
ぎ
お
お

か
み
の
す
け
か
つ
も
り
）」と
改
め
る
と
、
鹿
介
に
一
騎
打
ち
を
申
し
込
む
。鹿
介
も
こ
れ
を
承
諾
し
、
城
下
に
あ

る
富
田
川
の
中
州
に
て
一
騎
打
ち
を
行
う
と
、鹿
介
が
勝
利
し
た
。

広

目

屋

9

七

日

町

歌
舞
伎
十
八
番　

不
動

わ

ら

び

座

荒
木　

大
輔

岩
城　

幸
二

小
松　
　

正

大
楽　

和
正

加
藤　

寛
之

　

市
川
家
が
成
田
山
新
勝
寺
の
不
動
尊
を
厚
く
信
仰
し
て
お
り
、
成
田
屋
と
い
う
屋
号
も
そ
こ
か
ら
出
て
お
り

ま
す
。

　
「
成
田
山
分
身
不
動
」
と
い
う
演
目
の
大
詰
め
で
自
身
が
信
仰
す
る
不
動
尊
に
扮
す
る
と
い
う
の
が
呼
び
物

の
特
徴
な
芸
で
す
。

　

現
在
は「
雷
神
不
動
北
山
桜
」の
中
で「
鳴
神
」「
毛
抜
」と
と
も
に
大
詰
め
で「
不
動
」を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

小

松

7

岩

瀬

桶
狭
間
の
戦
い

祭　

喜　

会

鈴
木　

和
成

佐
藤　

祐
樹

尾
形　

祐
平

　

戦
国
時
代
、
織
田
信
長
と
今
川
義
元
と
の
、
尾
張
国
知
多
郡
の
桶
狭
間
に
お
け
る
戦
い
。駿
河
、
遠
江
、
三
河
３
国

を
領
有
し
た
今
川
義
元
は
、
永
禄
３（
１
５
６
０
）年
５
月
、
４
万
と
称
す
る
兵
を
率
い
て
上
洛
を
企
て
尾
張
へ
と
進

軍
し
た
。尾
張
国
清
洲
城
主
織
田
信
長
は
、
砦
を
構
え
て
こ
れ
に
対
し
た
が
、
前
衛
の
丸
根
、
鷲
津
な
ど
の
砦
は
同
19

日
ま
で
に
陥
落
し
た
。同
18
日
夜
半
、
清
洲
を
出
発
し
た
信
長
は
、
19
日
正
午
頃
、
沓
掛
か
ら
進
ん
で
大
高
に
通
じ
る

三
面
起
伏
の
迫
る
低
地
（
↓
田
楽
狭
間
）
に
休
憩
し
て
い
た
義
元
の
本
陣
を
、
約
３
０
０
０
人
の
兵
を
も
っ
て
風
雨

の
な
か
を
急
襲
し
、そ
の
首
級
を
あ
げ
た
。信
長
の
天
下
統
一
に
向
け
た
第
一
歩
と
な
っ
た
戦
い
。

広

目

屋
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下
岩
瀬
町

羅
生
門

藤

原

組

木
元　

博
幸

畠
山　
　

忍

畠
山　
　

学

畠
山　
　

勉

　

羅
生
門
に
鬼
が
出
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
源
頼
光
四
天
王
の
一
人
、
渡
辺
綱
は
真
相
を
確
か
め
る
た
め
に
、

鎧
兜
と
先
祖
伝
来
の
髭
切
り
の
太
刀
で
武
装
し
て
一
人
で
羅
生
門
へ
向
か
っ
た
。

　

急
に
激
し
い
風
に
見
舞
わ
れ
、
背
後
か
ら
現
れ
た
鬼
に
兜
を
つ
か
ま
れ
た
。す
か
さ
ず
綱
が
太
刀
で
切
り
つ

け
た
。綱
は
戦
い
の
末
に
つ
い
に
鬼
の
片
腕
を
切
り
落
と
し
た
。そ
し
て
鬼
は
空
へ
覆
う
黒
雲
の
彼
方
へ
消
え

て
行
っ
た
。

廿

町

如

月

会

15

大

塚

歌
舞
伎
十
八
番　

矢
の
根

郷
土
芸
能

角
館
飾
山
囃
子

保

存

会

工
藤　

秀
行

髙
橋　
　

徹

鈴
木　
　

勝

山
本　

良
平

　

曽
我
兄
弟
の
弟
五
郎
が
、
親
の
仇
を
討
つ
た
め
に
大
き
な
矢
じ
り
を
砥
石
で
研
い
て
い
る
と
大
薩
摩
文
太
夫

が
年
始
の
挨
拶
に
来
て
扇
子
と
宝
船
の
絵
を
置
い
て
い
く
。め
で
た
い
初
夢
で
も
見
よ
う
と
宝
船
の
絵
を
枕
に

居
眠
り
を
す
る
と
夢
に
兄
十
郎
が
現
れ
、「
祐
経
に
捕
ら
え
ら
れ
た
、助
け
に
来
て
く
れ
」と
呼
び
か
け
る
。

　

び
っ
く
り
し
て
目
覚
め
た
五
郎
。ち
ょ
う
ど
大
根
を
売
り
に
来
て
い
た
馬
子
の
馬
を
無
理
矢
理
奪
い
大
根
を

鞭
に
し
て
馬
を
急
が
せ
、兄
の
も
と
へ
向
か
っ
て
ゆ
く
。

大
塚
若
者

17

菅

沢

碇
知
盛

穂

月

会

上
藤　

祐
太

木
村　

幸
誠

荒
川　
　

大

　

歌
舞
伎
・
義
経
千
本
桜
二
段
目
の
大
物
浦
の
場
面
。

　

兄
頼
朝
に
追
わ
れ
、
九
州
に
落
ち
よ
う
と
す
る
源
義
経
が
立
ち
寄
っ
た
。摂
津
国
大
物
浦
の
船
宿
の
主
人
は
、

壇
ノ
浦
で
滅
ん
だ
は
ず
の
平
家
の
知
将
、
平
知
盛
。知
盛
は
計
略
を
巡
ら
せ
て
義
経
を
討
と
う
と
す
る
の
が
露

見
し
、義
経
に
破
ら
れ
る
。安
徳
帝
を
義
経
に
託
し
た
知
盛
は
、碇
綱
を
体
に
巻
き
つ
け
入
水
し
、壮
絶
な
最
後
を

遂
げ
る
。

菅
沢
丁
内

若

者

12

桜

美

町

歌
舞
伎
十
八
番　

蛇
柳

飾
山
囃
子

弘
道
流
奏
秋
会

菊
地　
　

豊

能
美　

大
輔

加
藤　

美
貴

柏
木　

文
吾

　

歌
舞
伎
十
八
番
の
内
の
一
つ
。十
一
代
目
市
川
海
老
蔵
が
復
活
さ
せ
た
演
目
。高
野
山
奥
の
院
に
あ
る
霊
木

の
蛇
柳
を
弘
法
大
師
が
法
力
に
よ
り
、
災
い
を
も
た
ら
す
大
蛇
を
柳
に
変
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。こ
の
蛇
柳

の
も
と
に
物
の
怪
が
現
れ
、
仏
法
の
妨
げ
を
な
す
こ
と
か
ら
、
住
僧
定
賢
が
退
治
す
る
た
め
に
現
れ
る
。住
僧
定

賢
は
、
丹
波
の
助
太
郎
と
出
会
う
が
、
助
太
郎
は
亡
く
な
っ
た
妻
へ
の
思
い
に
狂
い
乱
れ
、
つ
い
に
は
蛇
柳
の
精

魂
と
変
え
て
い
く
。蛇
柳
の
精
魂
を
住
僧
定
賢
が
治
め
よ
う
と
す
る
が
敵
わ
な
い
、
そ
こ
に
金
剛
丸
照
忠
が
登

場
し
、蛇
柳
の
精
魂
に
立
ち
向
か
い
、お
さ
え
て
舞
台
へ
と
押
し
戻
す
。

蔦

谷

流

桜

雅

会

13

上

新

町

歌
舞
伎
十
八
番
の
内　

勧
進
帳

お
や
ま
ば
や
し

清　

友　

会

藤
原　

伸
良

高
橋　

清
史

細
川　

澄
太

　

関
所
を
通
る
こ
と
は
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
。逃
げ
る
者
と
調
べ
る
者
の
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
攻
防
。主
君

が
生
き
の
び
さ
せ
る
為
、家
来
が
選
ん
だ
道
は…

。

　

源
義
経
は
家
来
武
蔵
坊
弁
慶
ら
と
逃
避
行
を
続
け
る
。北
陸
道
安
宅
の
関
で
彼
ら
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
関

守
富
樫
左
衛
門
。身
を
隠
し
き
れ
な
い
義
経
。主
君
を
助
け
よ
う
と
必
死
の
弁
慶
、
そ
の
強
い
思
い
に
ふ
れ
る
富

樫
の
ぶ
つ
か
り
合
う
三
人
の
立
場
と
心
。終
始
気
の
抜
け
な
い
名
場
面
が
続
く
。

蔦

谷

流

上

新

町

若

者

5

山

根

谷

地

町

旭

会

俵
藤
太
伝　
　
　
　
　
　
　

夢
幻
将
門　

坂
東
平
定

穂　

月　

会

中
村　

隆
一

高
橋　
　

大

佐
藤　

広
海

　

平
将
門
は
関
東
一
円
を
手
中
に
収
め
て「
新
皇
」を
自
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
に
対
し
、俵
藤
太
秀
郷
は

将
門
追
討
の
兵
を
挙
げ
、
天
慶
３
年
、
将
門
の
本
拠
石
井
に
攻
め
寄
せ
た
。将
門
軍
は
風
を
負
っ
て
矢
戦
を
優
位

に
展
開
し
た
が
、
将
門
が
勝
ち
誇
っ
て
自
陣
に
引
き
上
げ
る
最
中
、
急
に
風
向
き
が
変
わ
り
勢
い
を
得
た
秀
郷

軍
は
反
撃
に
転
じ
た
。将
門
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
奮
戦
す
る
が
、
飛
ん
で
き
た
矢
が
将
門
の
額
に
命
中
し
、
あ
っ

け
な
く
討
ち
取
ら
れ
た
。秀
郷
は
わ
ず
か
２
週
間
の
戦
い
で
乱
を
鎮
め
た
の
で
あ
っ
た
。

広

目

屋

3

横　
　

町

源
平
盛
衰
記

篠
原
の
合
戦
の
場

角

館

山

本

組

伊
藤　
　

大

戸
澤　
　

至

黒
澤
賢
太
郎

　

寿
永
２
年（
１
１
８
３
年
）６
月
１
日
、加
賀
国「
篠
原
の
戦
い
」（
現
・
石
川
県
加
賀
市
旧
篠
原
地
区
）で
、退
却

す
る
平
家
軍
の
中
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
が
武
蔵
国
住
人
長
井
斉
藤
別
当
実
盛
だ
っ
た
。

　

実
盛
は
叔
父
・
悪
源
太
義
平
に
父
を
討
た
れ
て
孤
児
に
な
っ
た
義
仲
の
世
話
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
73

歳
の
老
齢
を
侮
ら
れ
ぬ
よ
う
に
白
髪
を
黒
く
染
め
、名
乗
り
を
上
げ
ず
に
戦
い
、義
仲
軍
の
手
塚
太
郎
光
盛
に
討

ち
取
ら
れ
た
。

横
町
若
者

4

駅

通

り

祇
園
祭
礼
信
仰
記　
　
　
　

金
閣
寺

愁

明

会

伊
澤　

政
広

熊
谷　

信
也

大
石　

克
寿

　

天
下
を
も
く
ろ
む
松
永
大
膳
が
足
利
家
に
謀
反
を
起
こ
し
、
将
軍
義
輝
の
母（
慶
寿
院
）を
人
質
に
し
て
金
閣

寺
に
立
て
こ
も
る
。小
田
春
永
は
慶
寿
院
を
助
け
出
し
、
松
永
大
膳
の
謀
反
を
お
さ
め
る
為
、
家
臣
真
柴
久
吉
と

佐
藤
虎
之
助
正
清
を
金
閣
寺
に
送
り
込
む
。

　

姿
を
変
え
て
金
閣
寺
に
入
り
込
ん
だ
二
人
は
無
事
に
慶
寿
院
を
助
け
出
し
、松
永
大
膳
を
追
い
詰
め
る
。

　

怒
り
く
る
う
大
膳
に
戦
場
で
あ
ら
た
め
て
会
う
と
約
束
す
る
。

広

目

屋

10

北

部

錣
引

上
桧
木
内

昇

風

会

鈴
木　

昌
幸

西
宮　
　

浩

遠
藤　
　

元

　

時
は
源
平
合
戦
の
時
代
。霊
験
あ
ら
た
か
な
摂
州
摩
耶
山
へ
、平
家
の
人
々
が
戦
勝
祈
願
と
帝
の
病
気
平
癒
の

祈
念
の
た
め
に
、一
門
の
重
宝
を
持
参
し
て
や
っ
て
来
る
。と
こ
ろ
が
、源
氏
の
侍
が
こ
れ
を
盗
み
取
ろ
う
と
し
て
、宝
は
谷

底
へ
落
ち
て
し
ま
う
。そ
の
谷
底
で
は
、順
礼
の
七
兵
衛
と
虚
無
僧
の
次
郎
蔵
は
身
の
上
話
を
語
り
あ
っ
て
い
る
が
、実

は
こ
の
七
兵
衛
こ
そ
平
家
の
勇
将
悪
七
兵
衛
景
清
で
、次
郎
蔵
は
源
氏
の
な
か
で
も
そ
れ
と
知
ら
れ
た
武
将
三
保
谷

四
郎
国
俊
で
あ
っ
た
。そ
し
て
正
体
を
明
か
し
た
二
人
は
、一
騎
打
ち
を
始
め
、そ
の
力
を
競
い
あ
う
。

北
部
丁
内

若

者

2

駅

前

寿　

曽
我
対
面

上
杉
謙
信

山
本
勘
助

佐
藤
忠
信

武
蔵
坊
弁
慶

忠
臣
甚
平

法
界
坊•

野
分
姫
の
霊

武
智
十
兵
衛
光
秀

真
柴
筑
前
守
久
吉

山
中
鹿
介
幸
盛

棫
木
狼
介
勝
盛

不
動
明
王

織
田
信
長

今
川
義
元

渡
辺　

綱

羅
生
門
の
鬼

曽
我
五
郎

平　

知
盛

蛇
柳
の
精
魂

金
剛
丸
照
忠

武
蔵
坊
弁
慶

富
樫
左
衛
門

俵
藤
太
秀
郷

平　

将
門

斉
藤
別
当
実
盛

手
塚
太
郎
光
盛

佐
藤
虎
之
助
正
清

松
永
大
膳

悪
七
兵
衛
景
清

三
保
谷
四
郎
国
俊

曽
我
五
郎

朝
比
奈
三
郎

角
館
町

飾

山

囃

子

手

踊

り

会

高
橋　

一
也

西
根　

義
明

渡
邊　
　

亘

　

鎌
倉
時
代
の
曽
我
兄
弟
に
よ
る
敵
討
ち
に
取
材
し
た
作
品
で
、通
称
『
曽
我
の
対
面
』
、ま
た
は
単
に『
対
面
』と
よ

ば
れ
て
い
ま
す
。父
を
工
藤
祐
経
に
討
た
れ
た
曽
我
十
郎
・
五
郎
の
兄
弟
は
、正
月
に
工
藤
の
館
を
訪
ね
ま
す
。兄
弟

は
、小
林
朝
比
奈
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、敵
の
工
藤
と
対
面
し
ま
す
。盃
を
受
け
た
五
郎
は
、「
親
の
敵
」と
工
藤
に
詰
め
寄

り
ま
す
が
、兄
の
十
郎
は「
粗
相
の
な
い
よ
う
に
」と
な
し
な
め
ま
す
。工
藤
は
富
士
の
裾
野
で
行
わ
れ
え
る
狩
り
の
総
奉

行
職
を
勤
め
た
後
で
、兄
弟
に
討
た
れ
る
こ
と
を
約
束
し
、年
玉
代
わ
り
に
狩
場
の
切
手
﹇
通
行
手
形
﹈を
渡
し
ま
す
。

蔦

谷

流

駅
前
若
者

11

そ

が

く

こ

ば
や
し
あ
さ

ひ

な

か
た
き

そ

が

じ
ゅ
う
ろ
う

ご

ろ
う

ど
う

す
け

つ
ね

そ

が

た
い

め
ん

た
い

め
ん

き
ょ
う

だ
い
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